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マスタリー・フォー・ITサービス

大学情報教育に期待すること

―SE�年の経験を踏まえて―

高 木 裕 介（ヴィンキュラムジャパン㈱マインドV活力委員会専任事務局主任）

はじめに

司会(福井) みなさんこんにちは。総合教育研究

室のプロジェクトとして、私がコンビーナになり

まして、経済学部の豊原先生と総合政策学部のグ

リーン先生と�人で、文系の情報教育のカリキュ

ラムとその体系、その中でどういった望ましいあ

り方があるのかということを研究するプロジェク

トを�月から始めました。今日はそのゲストス

ピーカーとして、ヴィンキュラムジャパン株式会

社の高木裕介さんにお越しいただきました。高木

さんは実は私のゼミの卒業生でして、10年ぐらい

前に卒業され非常に優秀な学生さんでした。この

ヴィンキュラムジャパンというのは、今イオンの

情報システムを中心にやっているという会社で、

SE を長くやっておられまして、その方に、今日

は忌憚のない意見、貴重な意見をお聞きしようと

思ってお招きしました。では髙木さんお願いしま

す。

高木 ヴィンキュラムジャパン株式会社、ややこ

しい名前で申し訳ございません。高木と申しま

す。卒業しまして丸�年になりました。�年間

SEをやっていましたので、その経験を踏まえて、

内容としてはまだまだ煮詰めきれていない話なの

ですが、私が本当に大学生活にこういうことが

あったらよかったなという、素直な意見というこ

とで、お見苦しい点もあるかもしれませんが、最

後までお聞きいただけますと幸いです。

�．IT 業界の動向

髙木 それでは IT 業界の動向から入っていきま

す。ここでは私たちが置かれている IT 業界の外

部の環境をお話いたします。まず私たちの業界な

のですが、2007年時点で約�万社のサービス産業

の会社があります。それぞれの総売り上げ高は16

兆7626億円、非常に大きな市場に拡大しつつあり

ます。従業員数は78万人。情報処理試験を受ける

人が�万人に満たない時もあるぐらいなので、そ

れに比べると非常に多い人数が、情報処理産業に

関わっているということがわかります。業界の動

向としましては、市場は順調に伸びておりまし

た、ですね。ユーザーさんの非常な IT 投資が増

えていきまして、それを反映して私たちの業界も

どんどん大きくなっていきました。前年度月比の

売り上げ高を見ていきますと、その成長の過程が

見えてくるかと思います。ほぼマイナスになる月

はなく、順調に伸びておりました。ただ、一番最

後の平成20年%月の時点で、前年度月比マイナス

1.7パーセントというのが出ております。まだ10

月の集計が終わっておりませんが、おそらく出て

くればマイナス30パーセントぐらいはいくのでは

ないかというぐらい、業界の急激な冷え込みを感

じている次第です。これは皆さんもご存知の通

り、リーマンショック以来の景気の悪化といった
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ところが、一番の大きな痛手となっています。

そういったこともありまして、景気も悪化して

いるということで、私たちはコスト削減に取り組

んでおります。トレンドとすれば、海外へのアウ

トソーシング、人件費の安い海外のエンジニアを

多く利用するということで、中国が65.3パーセン

ト、インド19.8パーセント、続いてフィリピンに

なるのですが、そういった形で中国のエンジニア

を多く使って、開発のコストを下げる、ソフト

ウェアを作る際の人件費を下げるといったことに

取り組んでおります。また、コストを下げるだけ

ではなく、中国自体の技術力というのも非常に上

がってきておりまして、私たちの言うところの専

門学校を卒業したレベルの学生さんを雇おうと

思ったら、高校生のアルバイトを雇うよりも安く

雇うことができるんですね。ということで、私た

ちも実は2008年�月に中国の浙江省杭州市に事務

所を開所しまして、そこで今100人体制、今後200

人体制ということを目標にして、開発の拠点にし

ていくといったことで、コストの削減を図ってお

ります。

フロア 中国の人件費が安いということで、具体

的な数値ってつかまれています？どれぐらいか。

髙木 具体的な数値でいくと、私たちの人件費が

いくらかというのはちょっと言えないですが、大

体ですが…半分とは言いません。

フロア でも、�掛けって高いですね。

髙木 そうですね。最近はまたちょっと上がって

きて、どんどん地方に出ていかないと。

フロア この間%月に吉林省に行ったときに、向

こうの、現場の工場ですが、高卒の人が今950元

ですね、15円だから。�万5000円。高卒の現場の

労働者です。それは単純労働だから、こっちとは

だいぶん違うわけですね。上海なんてすごい初任

給。

髙木 実は、正社員として雇用するという形が増

えてきていて、私たちの会社にいる中国の方はど

んどん今増えています。

フロア 向こうの、吉林は日本の�分の�ぐらい

と言っていましたが、それよりは遥かに高いです

ね。

髙木 そうですね。上海も近頃は特に高いです

ね。とはいうものの実は今、ラボがあるので、基

本はそこでやっています。業界の動向の一つなの

ですが、システムの大規模化というのがどんどん

進んでおります。M&A といったところだとか、

新しい IC カードを使ったシステムだとかいった

ところで、技術がどんどん進んで、また M&A

が進んでいる以上、システムの複雑化、大規模化

の一途を辿っています。そのため、システムトラ

ブルが相次いでおりまして、これは幾つかの例を

挙げたのですが、最近でいえば、2008年の�月、

東京三菱 UFJ 銀行の ATM のトラブルが非常に

大きいものでした。それからその下でいくと、東

証のシステムが一部のプログラムミスでダウンし

たりとか。その下は航空機券予約は全日空です

ね。全日空さんのチェックインのシステムが一気

にダウンした。原因はネットワークであったとい
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われていまして、�万2000人に影響と書いてあり

ますが、便数でいくと130便ほど欠航になってい

ます。それから、その下はネットワークプロバイ

ダサービス、NTT さんですね。フレッツ光、そ

れから光電話、これがすべてダウンしてしまいま

した。実は私たちの会社でサービスをしているお

客様で、フレッツのネットワークを使ってやって

いらっしゃるお客様があるんです。実際に、私た

ちの会社ではスーパーのシステムとかをやってい

るのですが、当然ネットワークに繋がっていて、

レジが繋がっているので、それをフレッツ網で繋

いでいたります。そんなことで、ちょうど2007年

の�月は、このトラブルがあったときは、一気に

お客様から電話がかかってきて、大変なことにな

りました。そんなことで、こういった大規模なト

ラブル。それから一番下は、エクスプレス予約が

できなくなったというトラブル。このようにシス

テムのトラブルも大規模化していると。その影響

があって、収益も悪化しているといった問題がで

ております。

日本の情報サービス産業というのは、米国につ

いて第�位の規模なのですが、収益面では米国に

遥かに劣るというところがあります。その原因が

受注ソフトウェア開発、いわゆるお客様からある

特定のベンダーに対して、注文がでるという仕事

がほとんどということで、何かエンドユーザ向け

の商品、筆グルメとかエクセルとかワードとか、

そういった製品のパッケージを作るのではなく

て、受注ソフトを作っているといったところに、

収益性の低下の原因があります。また日本独特で

すが、多重下請け構造ということで、A 社が B

社に何かを頼んだときに、さらに B社が C社に、

C 社が D 社に頼むということで、どんどん下請

けに回していくという構造があります。実は私の

身近でもありまして、昨日私はあるお客様のメー

ルサーバの導入に自分たちの会社の横にあるデー

タセンターまでサーバを運んでいって設置したの

ですが、そのときに一緒に手伝ってくれた派遣の

方がいるのですが、その派遣の方は前の会社で�

社請負ですね、上から数えて�社目の請負とし

て、あるお客様のところに行ったことがあるとい

うふうに話していたぐらいなので、多重請負とい

うのは本当に日本では当たり前のようにおこなわ

れていた。最近法律が整備されて、多重請負の禁

止といったところも出てきています。なかなか現

実としたら、まだやっているところがほとんどと

いうことです。そういったこともあって、技術者

の不足ということがずっと続いています。2000年

当初、私たちが就職した頃、IT 技術者が不足し

ているよということで、喜んで業界に飛び込んだ

のですが、今その不足感がさらに増大していると

いった状況になっております。

ただ、技術的にはどんどん新しくなっているの
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ですが、学生さんが理系離れしていって、なおか

つ新卒の方の業界志望の減少が顕著になってまい

りました。それを表わすデータが次にあるのです

が、1977年当初、理系男子と文系男子の情報サー

ビス産業の志望100社以内で人気のある企業なの

ですが、当初は13社。2002年になって16社に増え

ました。しかし2008年の最新の調査では�社まで

減ってしまっています。見てわかるのですが、実

は楽天とかヤフーとか、そういった有名な企業で

すら人気企業の100社にはないっていないですね。

ソフトバンクとかですね、そういうところですら

入っていないといった状況になっています。そう

いうことで、どんどん学生さんの情報サービス産

業離れが進んでいるといったことが、さらに人手

不足に拍車をかけるというふうに見られています。

これは今年の人材の市場動向予想というデータ

なのですが、学生1000人、どんな学生さんかとい

うと、男性57パーセント、学年としては大学の�

回生の方が約30パーセント、�回生の方が40パー

セント、国立の方が39パーセント、私立の方が53

パーセント。文系の方が50パーセント、理系の方

が40パーセントというような学生さんに対して、

アンケートをとったところ、明らかに出てきたの

は、自分の専攻、今やっている勉強がそのまま仕

事に繋がるといったことを考慮して仕事を選ぶと

いう傾向が明らかになっています。ということ

で、情報系の学部を選ばれた学生さんはそのまま

情報系。もしくは理系の学生さん、これは研究室

によっては就職先が教授の推薦によってわりと決

まったりするので、一概には言えないのですが、

情報系の業界を志望する学生さんも多くおられま

す。ということで、学生の時にやった学業がその

ままいかせるといったことを学生さんは望んでい

るといった調査結果が出ました。ということで、

更なる IT業界離れを私は懸念しております。

�．弊社の紹介

私たちの会社を簡単にご説明させていただきま

す。ややこしい名前と先ほど申しましたが、ヴィ

ンキュラムジャパンという会社名です。決して外

資系ではなく、ヴィンキュラムというのは実は英

語で絆という意味があるのですが、前の社長が流

通業界を繋ぐ、消費者と企業を結ぶ絆となるよう

なシステムのサービスを提供するということを会

社の大きな目標、経営理念として据えた会社にし

たいということで、ヴィンキュラムジャパンとい

う名前にいたしました。あえてサービスを提供す

る会社であって、システムばかりを提供するわけ

ではない。お客様にいろいろな価値を提供する会

社だということで、システムという言葉を入れて

いないということです。ちなみにこのVの字は、

実は人と人とが握手をしているといったイメージ

で、ロゴを博報堂さんに作っていただきました。

規模は売り上げ高で137億900万円、2008年の�月

期現在です。経常利益が�億900万円。従業員数

としては477名、来年の�月になると500名を超え

る会社になります。ちなみに私が入った当初はま

だ200人の会社でして、10年で約倍以上の規模の

拡大をしているといったところです。大阪に本社

がありまして、東京の錦糸町、イオンの本社があ

る千葉に事務所をおいております。そして今年仙

台に事務所をオープンしました。そして最後に中

国のオフィスがあります。

会社の沿革なのですが、1991年に株式会社マイ
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カルシステムズという会社名で営業を開始しまし

た。会社の冠についていますようにマイカルの子

会社として出発をいたしました。マイカルという

のはサティとかビブレとかといった総合スーパー

を全国に展開している企業になります。ご存知の

ように2001年に実は親会社であるマイカルが破綻

しまして、民事再生法を申請いたしました。それ

を機会に私たちは富士ソフト株式会社という会社

の100パーセント子会社になりまして、社名を

ヴィンキュラムジャパン株式会社に変更いたしま

した。この富士ソフト株式会社という会社なので

すが、皆さんも知っているところでは先ほど

ちょっと言いましたが筆グルメ、年賀状を作るソ

フトですね、日本でパソコンにインストールされ

ているソフトとしてはシェアでナンバーワンとい

うことなのですが、その筆グルメを作っている会

社です。後、意外と知られていないことは、皆さ

んが持っていらっしゃる携帯電話の中で動いてい

る制御ソフトがあるのですが、その組み込み制御

ソフトを作っているシェアでは確かナンバーワン

の会社だったと思います。といったことで、私た

ちは富士ソフトの100パーセント子会社となって、

新たなる出発をいたしました。その後お客様が

徐々にマイカルさんからイオンさん、ジャスコと

かマックスバリュを展開していらっしゃるイオン

さんのほうにどんどんシフトしていったというこ

とになっています。

事業領域としましては、流通小売業に特化した

会社というところを目指しております。専門店や

スーパー、それからクレジットカードのシステム

とか、後は飲食店も展開しておりまして、次に私

たちのお客様をいくつか紹介しているのですが、

マイカルも私たちのお客様で、ここで発券される

チケットも実は私たちのシステムで発券されてい

ます。それから、イオンモールだとかジャスコ等

を展開されているイオン、それからアパレルでは

ワールド、ユナイテッドアローズ、こんなところ

も、私たちのお客様です。それからドラッグのマ

ツモトキヨシ、それから大丸ピーコックとかライ

フ、平和堂とか、スーパーやドラッグストア、ア

パレル、その辺を中心にしてお客様として展開し

ています。ここには出ていないですが、ミスター

ドーナツでも私たちのシステムが動いています。

システムといいましても、実は多くはレジです

ね。POS といわれるオンラインのレジを、私た

ちのほうから販売させていただいて、メンテナン

スを含めてサービスを提供しております。最近は

面白いところでいくと、ユニヴァーサル・スタジ

オ・ジャパン。こちらに入っております飲食のレ

ジはすべて私たちの会社のレジが入っておりま

す。実は知名度0.2パーセントしかないのですが、

知名度の低さに反比例して、お客様としては非常

に大口のお客様を抱えている会社だと思います。

�．私の履歴書

そんな会社で私が何をしてきたかというところ

なのですが、まず私の紹介をさせていただきま

す。これは私の名刺をデータにしてみた感じなの

ですが、ヴィンキュラムジャパン株式会社マイン

ド V 活力委員会専任事務局主任、髙木裕介とい

う肩書きなのですが、これは一体なにをしている

人間なんだというのが不明なので、後でちょっと

説明いたします。1977年生まれです。特技としま

しては、道路地図を覚える、ナビを使わないで運

転できるといったところが変な特技となっており

ます。大学時代は塾講師のアルバイトをしながら

学校に通っておりました。学歴なのですが、私は

実は10年一貫関西学院出身でして、中学部に入学

しまして、高等部、そして商学部に入って卒業い

たしました。福井先生のゼミを卒業しておりま

す。2000年にマイカルシステムズに入社、現ヴィ

ンキュラムジャパンに入りました。現在の業務と

いたしましては、主に新卒採用及び社内の教育担

当をしています。来年は非常に有難いことに商学

部の学生さん、そのなかでもまた福井先生のゼミ
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から�名仲間を迎えることになりました。経済学

部のほうからも�名の関学生を迎えて、来年は35

名が入社するということになっております。

私の部署名のマインド V 活力委員会専任事務

局なのですが、実は私は採用担当をやっているの

ですが、人事部ではないのです。人事部は人事部

でありますが。それはなぜかといいますと、実は

私の仕事は非常に多岐に渡っておりまして、新卒

採用からホームページの企画運営、社内制度の企

画、社員教育、それから社内システム、これはイ

ンターネットの閲覧システムだったりファイル

サーバであったりするのですが、その社内システ

ムの企画であったりとか、私がもともと抱えてお

りましたお客様のシステムコンサルとか。それか

らまさにマインド V 活力委員会という委員会活

動があるのですが、これは社内の活性化、より良

い働き方ができる会社を考えていこうという委員

会で、その委員会の事務局業務だとか、非常に多

岐に渡るので、ちょっと特殊で、私が一人なので

すが、社長直属というポストで現在の仕事にあ

たっております。なので、こんな仕事、採用をや

りながらも、今週末実は仙台に新たなシステムの

導入にいったりするといったような、非常に多忙

な日々を過ごしております。

なぜ私が SE を目指したかというところなので

すが、私が学生だった当初、就職氷河期といわれ

ておりまして、手に職をつけないとこれは生きて

いけないなという不安感が漂っていました。今と

雰囲気が似ているかなと思います。ですので、パ

ソコンくらい使えないといけないなという思いか

らシステム業界かなと思い始めました。就職活動

を始めますと、どうやら SE はコミュニケーショ

ン能力が必要だということを各社さんがおっ

しゃっていて、どうやらコミュニケーション能力

が重要な仕事らしいということがわかってきまし

た。後大学で、福井先生の授業でもそうだったの

ですが、エクセルを使って何らかの分析をするの

が楽しかったといったことがありまして、こう

いった私の性格が生かせて、最終的に文系なんだ

けれど、ものづくりができるのではないかという

結論に達して、SEを目指すことにいたしました。

実際に入ってみてからなのですが、SE の仕事

というのは、実はパソコン屋ではなかったと。

SE の仕事というのは、私の今までの経験からす

ると、IT に興味があって、人と接することが好

きで、論理的な考え方ができて、周りと協調性が

あって、協力して仕事を進めることができれば、

非常に向いている仕事だということが、やってい

るうちにわかってきました。今業界に求められる

要因というのは、プロジェクトを束ねる、プロ

ジェクトリーダーというのが不足しております。

これは情報系の学部を出たからといって、プロ

ジェクトリーダーになれるかといったら、そうで

はないです。チームで仕事をしていくので、あく

までもリアルなコミュニケーションといったとこ

ろが SE の仕事には非常に重要になってきます。

ということで、このなかでも特に協力して仕事を

進める、それからコミュニケーション能力が高い

といったところが、プロジェクトリーダーには必

要になってくるということで、文系である私がで

きる仕事としては、本当にやりがいのある仕事だ

ということが、やってみてわかりました。

私の業務の経歴なのですが、入社しましてか

ら、非常に泥臭い仕事といわれるところをやって

きました。入社した当初は PCのヘルプデスクと

いうところに配属されまして、いわゆるコールセ

ンターですね。富士通、NEC とかのコールセン

ターと全く同じ事をやっていますけれど、お客様

から電話がかかってきまして、エクセルが使えな

くなったとか、データが読めなくなったとかと

いったことを電話でとるといったような仕事をし

ておりました。

このときにやっていた仕事で一番記憶に残って

いるのは、あるお客様からフロッピーのデータが

読めなくなったという電話がかかってきて、フ

ロッピーの中が開けるかどうか見てもらうので、
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ちょっとフロッピーを開けてもらえますかと電話

で言ったのです。そしたら、何か黒いものが出て

きたとお客様が言ったことがあります。実はフ

ロッピーを開けるというと、本当にフロッピーを

パカッと分けてしまって、中身が出てきてしまっ

たといったことがありました。そういったお客様

がまだいっぱいいるような、そんな時代でした。

その後、当初はまだ SE というよりも、お客様

に密着したエンジニアということで、カスタマー

エンジニアという位置づけでした。その後グルー

プウェアといわれるような、メールやスケジュー

ルを共有するためのシステムの運用に携わりまし

て、その経験からグループウェア・サーバをある

お客様に提案するという仕事を、�年目でいただ

きました。この提案が見事受注できまして、今そ

のお客様はまだこれを使ってくださっているので

すが、これが私のキャリアを転換する一つのきっ

かけになりました。その後グループウェア・サー

バというようなものを作れるということを会社の

人がわかってくれたので、サーバの運用とわれる

ところの仕事を始めて、続いてネットワークの管

理をするようになりました。その経験をもって、

今度は提案をしろと、お客様に新たなシステムの

提案をしろと言われまして、2004年の終わりだっ

たと思いますが、提案の専門のグループに異動し

ました。

その後セキュリティというのが騒がしくなって

きまして、個人情報保護であったりとか、最近は

コンプライアンスと言われたりしますけれど、セ

キュリティのソリューション、提案をやってくれ

ということで、それの主担当をやるようになりま

した。その後プロジェクトリーダーを経験いたし

まして、�年間ぐらい一つの大きなプロジェクト

に携わるということをしました。その後、ある時

突然なのですが、明日から採用をやれということ

で、現在新卒採用及び教育担当に異動になりまし

た。労働組合をやっておりまして、人と関わるこ

とが結構好きだということで、採用に呼ばれたと

いう経緯があります。ただ前の仕事がなかなかは

ずしきれなかったので、今もちょっとその仕事を

半分やりながら採用をやっております。今2010年

新卒採用に向けて頑張っているといった状況です。

こういった経緯があったのですが、その中でど

んな技術やスキルが必要であったかという、棚卸

しをしてみました。それぞれの業務においてどん

なことをやってきたかというのを一覧にしてみた

のですが、赤く前に塗っている部分が、大学の在

学中に自分で獲得できた能力ですね。それ以外は

入社後かもしくは部署異動後の配属後に学んで

いったことです。その学んでいった方法もほぼ独

学といったところがほとんどで、一部新入社員研

修とか eラーニングを使って勉強したところもあ

るのですが、ほとんど独学で学んでおります。大

学時代は、ではどうだったのかというと、エクセ

ルとかワードの使い方、これはヘルプデスクで非

常に役立ったのですが、これは大学の授業および

独学で学んだものです。

そういうことで、私のキャリアから見ても、ど

う考えても IT 業界では入社後の自己啓発による

スキルアップというのが一般的だと。これは例え

専門学校や情報系の学校を出ても独学を続けてい

かないといけないというのは、万人に共通する常

に勉強という業界であることは間違いありませ

ん。ただ、これは私も商学部出身なので、プロ

ジェクトリーダーをやった時には、コスト管理と

かのために会計の知識が少し提案のときに役に

立ったといったと思います。

�．大学における情報教育を考える

ここからはまさに本題なのですが、私のつたな

い経験をもとに考えてみました。情報サービス産

業というのは非常に広くて深いという業界になっ

ています。昨日調べてきたのですが、e‒words

という IT に関係したキーワードを検索できるサ

イトがあります。これの2008年11月注目用語ラン

キングというのをここに並べてみたのですが、
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SSD、アフィリエイト、XML、ルータ、API、

VPN、SSL、Cookie、いろいろあるのですが、な

かなか耳慣れない言葉ばかりですね。でもこれが

注目用語ランキングなので、今日本の IT に携わ

る業界の人たちはこういった言葉を気にして仕事

をしているといったことがここにあらわれていま

す。到底一般の人にはなかなか関わりの薄い言葉

です。ということで、余りにも広く余りにも深い

業界であると。それであるが以上、最近 ITSS と

いわれる IT のスキルを一覧のマトリクスにし

て、何をどう勉強したら、どんな業種につけるよ

といったところをまとめたスキル標準といわれる

ものが出ておりますが、そういったものがまとめ

られるということは、非常に幅広く深いというこ

とを表わしております。

もちろん大学の授業の中でやっていかないとい

けないのですが、限られた講義の中の時間、学生

さんの決められた講義時間のなかで、どれくらい

の割合を情報教育に割くのかといったところの議

論が、最も重要になってきて、ここが一番難しい

ラインになってくるかと思います。ただ情報系に

特化した学科であったり大学でない限り、なかな

か時間的な制約を越えることはできないと思いま

す。そういったことで、あくまでも個人学習、こ

れは最近は eラーニングなどが発達してきました

ので、e ラーニングとかできるのですが、個人学

習にどうしても頼らざるを得ないという部分、こ

こはもうこういうものであると諦めていくしかな

いのかなと私は思っています。

ではどうすればいいのかというところなのです

が、今ちょっと概況をまた考えてみると、2003年

に e‒Japan 計画に基づいて、高校での情報教育

がスタートしました。これはいろいろネットで調

べておりますと、街のパソコン教室よりも質が低

いというふうにいわれる程度の教育というふうに

評されております。けれどもただやらないより

は、もちろんやるほうがましということで、一定

の情報リテラシーを持った学生さんが今後大学に

どんどん入学してくると。2003年に始まっていま

すから、当然今もう大学�回生の方はすでに情報

教育がスタートして高校生活を�年間送った世代

が入ってきているのです。ということで、そう

いった学生さんが今後の学習のターゲットになり

ます。ということは、ある程度の基盤がある上で

考えていけばいいというふうに考えられます。

ご存知かと思いますが、2006年に東京大学の情

報処理教育の見直しといったことがされました。

その見直しのポイントの�つ目は情報システムと

社会生活のかかわり、それから情報倫理。これは

文系の学生が主にやるべき内容なのですが、これ

を理系の学生にも受けさせるというふうに書いて

ありました。これはいわゆる情報産業とか情報リ

テラシーにあたると思いますが、その部分を大き

な視点で考えなさいといった取組だと思います。

ということで、これは「鳥の目」の対策というふ

うに私は考えまして、bird’s view というふうに

書きました。

一方ではアルゴリズムとかプログラミングやコ

ンピュータの構造といった基本情報処理、基本情

報技術者の資格を取るために必要といった内容も

大学で教えております。これは非常に泥臭くて、

一人で一生懸命勉強しないといけないという「虫

の目」が必要な内容になってきます。ということ

で、おそらくは東京大学の情報処理教育の見直し

は二つの視点を持つ人材を作っていかないといけ
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ないといった視点に立って考えられたものだと思

われます。

ということで、今後は広い視野で IT を知る

「鳥の目」の教育と、実際に手を動かして IT を

知る、体で感じる「虫の目」の教育、こういった

二つの視点が必要になってくるのかなというふう

に考えました。他に事例を探してみると、「鳥の

目」の大きな視点で見る取組としては、12月�日

の日経新聞に出ていたのですが、静岡産業大学の

取組です。情報教育に非常に力を入れられている

ということで、情報デザイン学という学科を作っ

ております。ここの素晴らしいところは、進路が

明らかなんですね。これを勉強するとこういう資

格がとれますよ、こういう仕事がありますよと

いった、目指すべき進路というものが明確になっ

ているのです。どんな仕事がしたいので、この授

業を受けなさいよ。その進路に進むための資格、

この資格が絶対に必要ですよといったところも明

確にしております。ということで、大学に入った

時点で自分が目指す姿、どんな仕事に就きたいか

というところを明らかにさせるというところが面

白い取組だなと思いました。後は、業界の IT 産

業から人を呼んできて外部講師をしてもらった

り、最近はインターンシップが盛んにおこなわれ

ています。これもいい影響を及ぼしまして、学生

さんが IT 業界はどんな仕事というのをわかって

入ってきてくれるといったことがあって、これが

今おこなわれている面白い「鳥の目」の取組かな

というふうに感じました。

一方で「虫の目」の取組なのですが、こちらは

たまたま私が大学訪問を重ねていたときに、大阪

経済法科大学で情報教育の取組について聞いてみ

ました。すると非常に面白かったのですが、

CIW という資格があります。Certified Internet

Webmaster という資格なのですが、この資格を

まずは取らせるようにしますと。なぜかといいま

すと、この資格を取った上で、構造改革特区認定

講座を受けさせると、初級シスアドおよび基本情

報処理技術者の午前試験が免除されるといった大

きな特典があるわけです。このいわゆる裏道です

ね、裏道を利用することで、初級シスアドの合格

率がなんと75パーセントになるといった取組をし

ておりました。これは一方では何のために勉強す

るのかといったところを見失いがちにはなるので

すが、資格を取った学生というのは、少なくとも

情報産業で仕事がしたいという動機付けにはなっ

ているのです。インタビューとかもちょっと聞か

せてもらったりしたのですが、資格を取った学生

さんは自信に繋がって、今度就活をしているとき

に自信をもって自分をアピールすることができる

ということで、資格を取ることが目的ではなく

て、資格を取ったことによって今その人が持って

いる次の可能性が出てくるという取組になってい

ますというふうにおっしゃっていました。

では、自分だったらどんなカリキュラムが受け

たいかというのを、また二つの視点で考えてみま

した。まず「鳥の目」の取組なのですが、まずや

はり IT に興味を持ってもらわないといけない

と。最近 IT でカリスマといえば、やはり楽天の

三木谷社長とかソフトバンクの孫社長とかかなと

思いながら、そういった IT の先端を走る人たち

に IT の仕事ってこんなに楽しいんだよというと

ころをしっかり言ってもらえるようなきっかけ作

り、そんなのがあればいいなあと思いました。そ

れから、やはり仕事はインターンシップがどんど
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ん盛んになっていることからもあるのですが、体

験が一つ大きなきっかけになると思っています。

ということで、IT のビジネス体験講座といった

ような、実際に IT ビジネスを近くで、職場見学

みたいなことでも結構ですし、IT はこういう仕

事をしているんだよ、プロジェクトの疑似体験が

できるような、何かお客様に一つのシステムを提

案して導入するまでの過程を学生の間で、ワーク

で疑似体験するような、そんな講座は非常に面白

いと思います。

同じような類ですが、商学部という特性も考え

ると、会計システムというのは非常に身近で作り

やすいシステムだなと思っております。これもエ

クセルとかを使って簡単にできてしまうというこ

とで、エクセルを使って独自に企業会計のシステ

ムを自分で作ってみると。デザインや中の設計な

ども自分で考えてみて､最後導入までできると｡会

計の知識と情報サービスの関心と二つを一気に学

ぶことができる講座かなというふうに考えて、こ

ういうものがあっても面白かったと思います。実

際私の同期に商学部出身のメンバーが会社に一人

いまして､商学部で会計を勉強していたのですが､

会計システムを実際にやっています。そういった

彼の意見などを聞いてみても、こんなものをやっ

ても面白かったというふうに言っていました。

もう一つ「虫の目」、実際に手足を動かしてやっ

ていくものとしては、やはり資格が一番かなと思

います。あまり資格に走りすぎると、専門学校と

か、あと関関同立よりも今偏差値でいうと若干下

のランクの大学さんが一生懸命取り組んでいる内

容なので、差別化ができないといった問題点もあ

るかもしれませんが、やはり学生にとったら、何

か一つ資格を取るというのは自信に繋がったり、

次のステップへの背中を押してくれる一つのきっ

かけになって、そのために一番手軽でビジネスに

直結してくるのは初級シスアドだと私は思ってい

ます。これはたとえ情報サービス産業に就職しな

くても、必要な知識なんですね、この初級シスア

ドの内容というのは。仕事の進め方であったり、

例え商社に入ったりとか、金融系にはいったりし

ても、必ずシステムを使って仕事をしていくの

で、システムとの関係というのは切り離すことが

できないのです。そういった時にこの初級シスア

ドというのは、システムを作る立場ではなくて、

使う立場の視点での資格なので、これはどんな学

生さんも取り組んでいただいたらいいかというふ

うに思います。

それから、草の根という点では MOS ですね。

オフィススペシャリスト、エクセルが一番大事だ

と思うのですが、持っている学生さんというのは

成長が早いです。なぜかというと、私も入社後、

もちろん SE として活動するのですが、輝かしい

SE というイメージ、大きなプロジェクトをガン

ガン動かしていくという SE になるための下積み

時代は、一生懸命文章を作成する。ドキュメント

化というふうに業界では言っていますが、ドキュ

メント化の仕事というのは避けて通れない仕事な

のです。ドキュメント化をいかに速く、いかに正

確に、いかにてきぱきできるか、そういったとこ

ろが、自分がステップアップしていけるか、どっ

ぷり残業漬けにならずに済むかという大きな分か

れ目に実はなっていたりするのです。ということ

で、エクセル、ワード、パワーポイント、非常に

当たり前なのですが、この当たり前のことが実は

できていないのが今の現状なので、当たり前のこ

とができるように、状況をつくっていくというと

ころが、もし私が大学のときにMOS を、当時は

MOS じゃなかったのですが、MOS を取ってい

れば、もっと仕事を円滑に進めることが、もしく

は入社したときにスムーズにエントリーできたの

になというふうに思うところです。

�．まとめ

ということで、いよいよまとめに近づいてきた

のですが、私は卒業しまして�年経ちます。今、

就職してから冷静に関西学院という学校を顧みて

思ったことなのですが、まず教育理念、これは忘

れることはできないのですが、Mastery for

Service という非常にいい教育理念だなというふ

うにいまだに思っています。それはなぜかという

と、人助けをするためにはまず自分ができなけれ

ばいけない。溺れる人を助けるためには自分が泳

げないといけないということで、仕事をするため

にはまず自分が頑張らないといけないと関学で教

えてもらったというふうに思います。そういった

ことで、関学生というのは非常に期待できる存在

であるということは今も昔も変らないなと思って
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います。この学校の非常にいいところなのです

が、コミュニケーション能力とかリーダーシップ

を発揮できる場が、サークルであったりとか課外

活動で非常にその能力を発揮する学生さんが多い

のです。いまだに就職戦線においては関西企業で

は圧倒的な人気を誇っています。そういった能力

というのはプロジェクトリーダー、SE の中での

プロジェクトリーダーには必須の能力で、そう

いった卵が本当にいっぱいいると。そこで私も学

んだことで、今のこのプロジェクト、私実はプロ

ジェクトで�回も失敗したことがないんですが、

プロジェクトをうまく進めていくための勘どころ

を学生のうちにしっかり学んだなといったことを

今思います。

ただ一方で、実は大きな視点の教育、素晴らし

い教育理念の下に大きな視点の教育をしっかりさ

れているのですが、実は「虫の目」には若干弱み

があったと思っています。それは本当にパソコン

に対する知識だったりとか、先ほどいったような

エクセル、ワードとか、本当に単純なところなん

ですね。そういったところには実は不足感を感じ

ていたというところがあります。もともとの素質

はあるけれど、効率のよい走り方を教えてもらっ

ていないアスリートのような感じがします。企業

はおそらくそういった学生を一生懸命とったあ

と、どこの企業も一生懸命教育しているんです。

草の根、虫の目に当たる部分を一生懸命 OJT や

新入社員教育で教育しているというのが現状です。

まとめなのですが、折角なので、コンセプトみ

たいなものを考えてみました。KGの目指すべき

ところは、まさにMastery for IT Service ではな

いかというふうに思いました。何かというと、

IT サービスを提供していくためには、どんなこ

とが仕事で必要なのか、一つのシステムを組み上

げていく上で必要な技術、プログラミングであっ

たりスケジュールの管理であったり、コストの管

理であったり、それからメンバーのコミュニケー

ションだったり、そういったいろいろな要素、「虫

の目」の要素を知るためには、まず自分が「虫の

目」に立たないといけない。マスターになるため

に、プロジェクトリーダーとなるためにまず自分

が「虫の目」の勉強をしないといけない。その上

でもともと素質として持っている関学生のプロ

ジェクトリーダーとしての素質を生かしていく。

そういったところが大きな目標になっていくので

はないかと思います。それを目標にすればもっと

もっと関学生はいいのではないかというふうに思

いました。

結論はやはり「虫の目」、当たり前のことを当

たり前にできる学生さんを育てるというところ

が、文系の学部の情報教育の大きな勘所ではない

かと私は、あくまで私見ですが、思っています。

最後に、私の視点というのは、IT 業界を支え

るビジネスマンとして望ましい人材を作るための

ポイントというふうな偏った視点で考えました。

そういった人材が今日の日本を支えている、世界

を支えているという一方で、より広い視野で多様

な人材を育てていくことというのが大学の使命で

あると思っています。あくまでも IT 業界を支え

るビジネスマンとして望ましい人材を育てるため

にはどうすればいいかという視点でお話しさせて

いただいたということをご了承ください。

最後までご静聴くださりどうもありがとうござ

いました。
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質疑応答

司会 ありがとうございました。髙木さんに50分

強いろいろお話いただきまして、初めて

Mastery for IT Service という言葉を聞いたので、

これはなかなか良い造語だなと思って聞きました

けれども。髙木さんも慎重な言葉使いなので、も

うちょっと厳しい言葉が出るかと思っていました

が。「鳥の目」と「虫の目」という意外な言葉が

出ていましたが、やはりワードとかエクセルとか

パワーポイント、これをコミュニケーション能力

とか文章力とか、自分の意思を相手に伝える手段

として、もっとしっかりと、ツールとしてやるの

が大事だという基本的なことをおっしゃったと思

うのですが、それは痛感しているわけですか。

髙木 そうですね。エクセルの使い方、知ってい

るようで知らなかったりするんですよね。知らな

いことが結構多い。知らないけれど、会社に入る

と使うことがいっぱいあるんですよね。エクセル

を使って分析をしろという指示がでるだけなんで

す。どうやって分析をしろという指示は当然ない

ので、それはやはり本人が知っておかないと。

フロア 例えばどういう分析を使ってグラフを書

くのかしか想像できないのですが、こういうふう

なものが教材になるとか、こういう知識があると

いいというのは、何かありますか。

髙木 教材ですか。

フロア こういう分析せよと言われたとき、どう

いうことをやればいいのか。

髙木 勉強する内容とすれば、先ほど出ていまし

たが資格試験の内容ですね。エクセルであれば

MOS のエクセルのエキスパートとスペシャリス

トの二つあるのですが、この内容に出ていること

がまさに会社で使っている内容です。ですから資

格試験で勉強する内容と実務で使う内容というの

は、このへんすごくリンクするんです。私も今か

らでも取ろうかなと思っているくらいです。

フロア 髙木さんからはテクニカルなところを今

おっしゃったけれど、話題としては、先ほど会計

のことを言われましたよね。僕なんかは所得税の

計算をやらせたりはしているけれど、あれは最初

からやったら、所得税自体の説明をしないとだめ

なんですよね。累進課税であるとかね。そこの説

明がものすごく長くて、最後のところの組むとこ

ろが時間がないので、だいたい僕が自分で作って

おいて、クイズ的に入れるような形ではやってい

るのですが。例えばそういうところですか、自分

で考えて解くのは。

髙木 範囲もエクセル単品で考えてもやはり広く

て深いので、カリキュラムとしたら、商学部で教

える内容と絡めてやっていくというのが大前提に

あるんです。

フロア そのほうがやりやすいですね。教育とし

ては。

髙木 そうであれば、独自の教材を商学部風にア

レンジするというのがいいような気がします。累

進課税とかの説明で確かに時間はかかるのです

が、私もやはり出来る人のを横で見ていてちょっ

と教えてもらって終わりにするというパターンが

多いです。やはり自分で作らないとだめですね。

最初に出ていましたけれど、個人学習が一番伸び

る要素で、個人学習させるためのきっかけをどこ

に持たせるかというところですね。勉強させる

きっかけを、資格取得にするのか、それとも商学

部の身近な累進課税とかの税法の知識を教えると

かいったところ、どこにもたせるかだと思います。

フロア この関数は学校では学ばなかったけれど

も、会社に入ったら知るべきだったなというよう

な典型的な関数、そういうものはありますか。

髙木 典型的な関数ですか。TRIMMEAN ですね。

大学でも教えるんですか。

フロア いえ。

フロア 切捨てかなんかの平均ですか。

髙木 そうですね。上と下を省いた平均ですね。
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フロア それはどうして結構大事なんですか。

髙木 たまたまそれを私が使ったのは、私は新入

社員の教育もしているんですが、新入社員の発表

会というのがあるんですね。研究発表会。その研

究発表会の審査員が、部長が20人なんですが、20

人が採点をするんです。よくアイススケートなん

かで、上と下を省くというのがありますね。あれ

と同じ考え方ですね。所属長がつけた点数で、上

と下を省くというのを、今まで人手でやっていた

んです。その関数を知っていれば、上と下を当然

省けるということで、採点シートも、40団体あり

ますので。たまたま私が教育担当をしていて使っ

たと。

フロア 便利だということですね。

髙木 そうですね。それとか INDIRECT とか。

INDIRECT はワイルドカードとちょっと似ている

のですが、範囲から値を抽出してくる類の関数で

す。これも採用で使っていたりするのですが、履

歴書の内容をデータベースに入れたりするじゃな

いですか。それを面接のときには面接シート、学

生さんが入ってきたときには内定承諾書とか、そ

の時々の形のフォーマットの文章にあてていくた

めに使ったりします。結構エクセルはよく使うん

ですよ。システム会社であっても、エクセルをあ

たかもデータベースの代わりに使ったりするんで

す。ばかにできないんですよ。まして、お金がな

くなってくると、システムを作る費用がなかった

ら、お手軽にやってしまおうという場合のお客様

もあったりするので。

フロア その意味で、エクセル2007が出てから、

かなり変ったという印象があるんですね。そうい

うので、カスタマーコンサルティングとして、

2007に変えろというふうに勧められるものなので

すか。それとも今動いているのだったら、そのま

までいきなさいとか。

髙木 私たちのお客様は、替えると教育がいりま

すよね。ですからいまだに入れ替えずに使ってい

らっしゃるお客様が殆んどですね。入れ替える時

は全社一斉で、教育計画もして、一斉に入れ替え

るという内容なので、お客様はまだあと数年は使

うのではないですか。OS もまだ XP が主流で、

VISTAなんて当然入っていないので。

フロア 髙木さんの会社はどうなんですか。

髙木 私たちの会社もまだ XP を使っています。

OS を入れ替えると、今まで使っているシステム

の動作の確認がいるんです。単純に見えて、動か

なかったりすることがあるので。XP に入れ替

わったのはわりと早かったですが。昔 NT を

使っていて、XP に乗り換えて。一つ跳びぐらい

ですね。たぶん次ぎ、VISTA を乗り越えてその

次のOSにいくのではないかと思います。

フロア 先ほど私は興味深かったのですが、大学

教育でということもそうだけれど、自己啓発が

ね、「虫の目」という手でやるプロセスは重要だ

ということは普段から教員仲間でよく言っている

話で、きっかけは与えることができるけれど、そ

のあと実際に時間をかけてやってもらうのは、大

学の授業ではなかなか、塾ではないので、難しい

です。一応学校教育法上も、�時間半の授業をす

るけれども、学生さんはそれに見合うだけ復習を

する。だからそれで大学の授業というのは形成さ

れているということがあるので、実際それは無理

ですけれど、そういう意味では自己啓発を与え

て、お仕事をされているとそれを解かないといけ

ないからという目標の問題であったと思うので

す。今のお立場から顧みられて、学生のときにこ

んな課題がでたら、もっと飛びついてやったのに

とか、もっとこういう状況に応じてレポート〆切

の前日に頑張ったのにとか、こういうふうなこと

があったらもっと面白みを感じられたのにという

ような、われわれに対するアドバイスをお願いし

ます。

髙木 私もあまり勉強していなかった記憶があり

ますので…。（笑）実は大学のときに個人的に勉

強していたのは、まさに初級シスアドだったんで

す。それは初級シスアドを持っている友人に、週

一回生協の食堂で�時間教えてもらうということ

になっていたりしたのですが、やはり資格を取る

ことを単位の条件にしてみたら、ちょっと厳しい

総研ジャーナル Vol. 95 2009.11

【T：】Edianserver ／関西学院大学／総研ジャーナル95号／
高木裕介 � 校



  Page 40 10/01/19 09:00

んですか。このことは最後の手段だと思うのです

が、それぐらいはあってもいいのではないかと思

います。取ったらもう単位は必然的に認められる

と。

フロア 商学部は、IT 関係以外は、語学とか簿

記のなんとかいうのを取ったら、科目取得という

ことで、単位認定をしているけれど、IT はまだ

限定的なんですよ。IT パスポート試験合格で情

報関連科目認定くらいです。経済学部はどうなん

ですか。

フロア 経済学部は TOEFL、TOEIC のやつで

すね。ああいう外国語系は結構やっているのです

が、ITは…。

フロア やったほうがいいと思うのですが、いろ

いろなことを調べる必要があるので、慎重になっ

ているのですが、結構今フランス語なんかはここ

の商学部の先生に習うよりも、とったほうがやさ

しいのかな、結構学生が今取りにいっています。

ドイツ語�級が取れたら、ドイツ語が取れたこと

になるんです。IT 関係も経済と協力していろい

ろ勉強して、やってもいいなと思いますね。

フロア 先ほど履歴書の中でこういうことをやっ

てきたということがあったのですが、言語、

JAVA とか C とか、そういうものの取得という

のはされていたのでしょうか。言語はなかなか取

得、動機づけがあれですし、必要にならないとす

ぐに忘れてしまうような印象があって、SQL な

どもそうなんですが。

髙木 実は、言語にはまったくタッチしていない

珍しい SE なんですよ。ネットワーク系、インフ

ラと呼びますが、システムが動くためのネット

ワークとかサーバとかパソコンとかを準備する側

の SE なんですよ。JAVA とか Basic とかドッ

ト・ネットとか、あのへんは何も関わっていない

んです。実際に大学のときにそれが必要かという

と、言語は変わってしまうので必要ないと思いま

す。今から開発をやれを言われても決してできな

いことはないので。研修のときに、やはりどこの

会社も言語の研修は必ず入れるので、言語は要ら

ないです。面白みがあまりないんです、言語を

やっても。システムができれば面白いのですが、

なかなかそこまでいかないので。どっちかという

とウェブのデザインとか。ウェブのデザインには

若干 JAVA スクリプトといわれるものが絡んで

きますが。見て面白いのが一番いいと思います。

今途中で出していましたが、静岡産業大学の情報

デザイン学、またインターネット等で見ていただ

いたらいいかと思いますが、カリキュラムを見て

いくと、デザイナー系ですね、ウェブデザイナー

とかクリエイティブ・デザイナーとか、デザイ

ナー系の学科に結構力をいれていらっしゃる。

どっちかというと SE ではなくて、クリエイティ

ブなデザイナーという。逆に学生さんはそういう

のが大好きなので、デザインがしたいという学生

さんはいっぱいおられます。それは見て楽しいか

らという理由で、大学のうちはやはりすぐに見

て、自分も楽しいことが一番なので。ウェブデザ

インか本当にエクセル、ワード、パワーポイント

系の資格か。本当に SE を目指すという動機があ

るのであれば、初級シスアドから入る。

フロア 私は情報システムの科目をもっていて、

ずっと悩んで困ってきていて、それが総研のプロ

ジェクトにアプライした大きな理由なんです。昔

はフォートランをずっとやっていて、フォートラ

ンが大好きだったのです。先ほど髙木さんは言語

が面白くないと言っていましたが、フォートラン

をやったら、自分の思う通りプログラムができる

し、それなりに結果が出てくるから、組めたり自

分でやったプログラムがあっているかどうかがわ

かるところが私は大好きで、やってきたんです。

それは気に入っているんですよ。ところがネット

ワークになると、実験ってできないでしょう。

フォートランだと自分がプログラムしたものがい

けるかどうか、通るか通らないかわかりますけれ

ど、ネットワークで実験的なことができないので

困っていて。一番いいのはたぶん学生にネット

ワークのなかで小さな実験的なことをやらせて、

ネットワークの障害などを無理に起こしたら、い

ろいろわかってくると思うのです。まさに体感さ

せるということですけれど。うちのところはそう

いう施設もないし、なかなかそれをしにくいので

すが、そのへんネットワークのことをしっかり理
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解させるためには、どのようなことをしたらいい

と思いますか。

髙木 ネットワークの理解ですか。

フロア いろいろな本は出ているからこんなもの

かと思うのだけれど、それがわからないですよ

ね。私自身も体感できないというか。自分で設置

すればわかると思うけれど、自分がわかっても、

学生にはなかなか。フォートランならいけるんで

すね。これはもうできなかったらプログラムが通

らないから。だからそのへんで、ネットワークの

授業というのは、理系ならできるかもしれません

が、なかなか難しいなと。ある程度技術的なとこ

ろはわかってもらわないと、統計学と同じで、使

えたらいいというのが私の基本的な立場ですが、

それでも基本的な証明もやらさなけれなならない

のと同じように、ネットワークのことも何かさせ

ないとなかなか難しいと思うのですが、なにか示

唆がございますか。

髙木 私の場合はパソコンの PCのヘルプデスク

をやっているときのネットワーク、これはあくま

でもパソコンの IP アドレスとかネットワーク設

定とかという個別のレベルで、これが、グループ

ウェアの提案になってくると、メール配信の仕組

みだったりとか、それからこのメールの仕組みが

ウェブベース、インターネットエクスプローラー

で見るメールだったので、ウェブの知識だったり

とか、後は一斉にやってくるので負荷の計算とか

といった、ところが中級にはいってきて、それで

最後の上級ですね、2003年以降にやっているネッ

トワークの上級というのは、ファイアーウォール

とかセキュリティ関係のネットワークになってく

るので、どう制御するかとか、ファイアーウォー

ルにもいろいろ種類があって、何を検知するか、

侵入者を検知するのかそれともそこを通るデータ

をすべてチェックしていくのか。例えば最近であ

れば、会社の中であろうが外であろうが、通って

きたメールは文章から添付ファイルからすべて

チェックされているんですね。そういったセキュ

リティを向上させるためのネットワークが、2003

年以降やっていた内容です。これも自分自身がそ

ういうウィルスを検知するための何百万もする機

械を買ってきて、自分で組み上げてセンターに設

置するまでをやるから、やはり…。

フロア よくわかるわけですね。

髙木 そうなんですよ。やっぱりやらなければ何

もわからないですね。だから、座学でネットワー

クはこんなものですというところは、なかなか難

しいんで、そういう意味では身近なところですよ

ね、社内とかのネットワークの話ではなくて、そ

れこそさっきのフレッツのネットワークのトラブ

ルが何故起こったかという話をきっかけにしてみ

たりであるとか…。

フロア エコーオンとかオフとかあるでしょう。

あれは簡単に実験できるんですね。あれは学生に

やらせたことがあるけれど、こんなふうになって

いるんだとなんとなくわかってもらえるようなそ

ういう手軽な試み。

髙木 あとは、ネットワーク機器を自分で設定し

てみるということですね。

司会 まだまだ続けたいのですが、予定の時間も

過ぎましたので、これで終わりたいと思います。

髙木さん、今日はご多忙のところどうもありがと

うございました。（拍手）
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